
資  料  2

第七次看護職員需給見通しに関する検討会報告書骨子 (案 )

.は じめ に

○ 看護職員の需給に関 して、国は、看護師等の人材確保の促進に関する法律に基づ

く看護師等の確保を促進するための措置に関する基本的な指針において、医療提供

体制等を踏まえた需給見通 しに基づいた看護師等の養成を図ることが要求

○ 看護職員の需給見通 しは、看護職員確保の基本的な資料 として、概ね 5年 ごとに

これまで 6回 にわた り策定

○ 第六次看護職員需給見通 しは、看護職員の業務密度、負担が高 くなっていること、

患者本位の質の高い医療サー ビスを実現する必要があるとして、看護職員を質 口量

ともに確保することが求められていることを踏まえ、平成 18年か ら平成 22年ま

での 5年 FFnの 需給見通 しとして平成 17年に策定されたもの

○  「看護の質の向上と確保に関する検討会中間とりまとめ」 (平 成 21年 3月 )にお

いて、(1)少 子化による養成数の減少などを踏まえた長期的な需給見通 しや、②看護

職員の確保のために、働 く意向がある潜在看護職員を把握する仕組みづ くり、多様

な勤務形態の導入や院内保育F~Xの 整備などにより就労継続及び再就業の支援体制を

強化することなどの推進策が求められ、これ らを総合的に勘案 して第七次看護職員

需給見通 しは策定

○ 平成 23年以降以降についても引き続き、看護職員確保の基本的な資料として需

給見通 しを策定するため、本検討会は、平成 21年 5月 の設置以来、都道府県にお

ける調査の実施等の過程を経て、のべ○回にわたって検討
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2.新 たな看護職 員需給見通 しの策定

(1)策定の方法

○ 今回の需給見通しは、地域の医療提供体制の確保を担う各都道府県の実情を踏ま

え、各都道府県が需給見通しを策定し、厚生労働省に対する報告がなされた後、全

国的な観点からの整合性の確保に向けた調整を経て、策定

○ 本検討会は、平成21年 8月 までに以下のような第七次着護職員需給見通し策定

方針及び標準的な調査票について取りまとめ

① 策定の考え方

今後の医療ニーズの増大や看護の質の向上が求められていることに鑑み、看護職

員の就業現状と同時に、各施設における看護の質の向上や勤務環境の改善などを見

込んだ場合の看護職員の需要数についてIE握するが、供給については、一定の政策

効果も加味

実態を適切に把握するため、各施設の協力を得て、より精度の高い調査を実施

なお、算定に当たつては、看護職員全体を積み上げることとするが、助産師につ

いては再掲

② 調査の方法

都道府県は、需要数 口供給数について都道府県毎に積上げを行い、厚生労働省で

取りまとめ

なお、調査票については、看護担当責任者 (看護部長等)が言己載し、提出に当た

っては、各施設 (所)長が了承

③ 需要数の推計方法

看護職員の需要数を施設ごとに推計

各施設における看護の質の向上や勤務環境の改善などを見込む。(な お、保健師助

産8T看護師法及び看護師等の人材確保の促進に関する法律の改正についても留意)

④ 供給数の推計方法

平成23年から平成27年の供給数は、都道府県が推計

なお、算定の考え方は次のとおり

年当初就業者数十新卒就業者数+再就職者数―退職等による減少数
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○ 各都道府県は、策定方針を踏まえ、関係団体、有識者、住民代表等の参加協力を

得て、需給見通 しに係る検討の場を設置する等により、必要に応 じて、地域の特性

を考慮 し、調査項目を追加するなど調査方法及び推計方法について検討を実施

○ 各医療機関等が現状及び今後の運営方針を踏まえて記入 した調査票の集計を基に

して、算定作業を実施

○ 厚生労働省は、都道府県か らの報告を受けた後、個 lllに ヒアリングを実施 し、各

都道府県が算定 した需要見通 し及び供給見通 しを把握 し、積み上げることによって

全国の需給見通 しを策定

○ 需要数、供給数の推計に当たっては、近年、短時間勤務の看護職員が増加 してい

ることから、第六次の需給見通 しと同様に、常勤換算で算定

○ 見通 し期間については、第六次の需給見通 じと同様に、平成 23年か ら平成 27
年までの 5年間

(2)新たな看護職員需給見通 し

○ 需要見通しの概要及び各都道府県からのヒアリングを通じて把握した4頃 向等につ

いては以下のとおりであり、平成23年以降の看護職員に係る全国及び都道府県別

の需要と供給の見通しについては別表 1～ 4の とおり

①需要見通し

看護職員の需要見通 しとしては、約 140万 4千人 (平成 23年 )か ら、約 15
0万 1千人 (平成 27年 )に増加 (約 6.9%の 伸び率 )

病院については、約 90万人か ら約 96万 6千人に増加 (約 7.3%の 伸び率 )

診療所については、約 23万 2千人から約 24万 2千人と推計

助産所については、約 2千人で微増傾向

訪間看護ステーションについては、約 2万 8千人から約 3万 3千人に増加 (約 1

6.9%の 伸び率 )

介護保険関係については、約 15万 3千人か ら約 16万 5千人に増加 (約 7.4
%の伸び率 )
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社会福祉施設については、約 2万人から約 2万 2千人になるものとの見込み

看護師等学校養成所については約 2万人、保健所 口市町村については約 3万 8千

人でほぼ現状維持

事業所、研究機関については、約 1万 4千人から約 1万 5千人で微増

助産師数については、約 3万 2千人か ら約 3万 5千人に増加 (約 9.4%の 伸び

率 )

病院については約 2万 1千人か ら約 2万 4千人に、診療 F~fに ついては約 6千人か

ら約 7千人に増加

助産所については、約 2千人で微増傾向

②供給見通し

看護職員の供給見通 じとしては、約 134万 8千人 (平成 23年 )か ら、約 14
8万 6千人 (平成 27年)に増加 (約 10.2%の 伸び率 )

当初就業者数については、平成 23年当初就業者数は約 132万 1千人で、平成

27年当初就業者数は約 144万 8千人

新卒就業者数については、約 5万人から約 5万 3千人に増加するものとの見込み

再就業者数については、約 12万 3千人か ら約 13万 7千人に増加 (約 11.6
%の伸び率 )

退職者等による減少数については、約 14万 5千人から約 15万 2千人に増加 (約

4.8%の 伸び率 )

助産師数については、平成 23年の約 3万人から、平成 27年の約 3万 4千人に

増加 (約 14.30/oの伸び率 )
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3.長 期 的看 護職 員需 給 見 通 しの推 計

○ 少子化による養成数の減少などを踏まえた長期的な需給見通 しの推計について検

討するため、本検討会において、Fi生労働科学研究費補助金による関連する研究課

題 (研究代表者 :伏見清秀「地域の実情に応 じた看護提供体制に関する研究」)の研

究結果について聴取

○ 平成 20年 11月 にとりまとめられた社会保障国民会議の最終報告において、「医

療・介護費用シミーLレーション」として複数のシナリオを前提とした 2025年 (平

成 37)年 段階における推計結果が提示

○ 本検討会においては、社会保障国民会議による「医療・介護費用シミュレーショ

ン」によって示されたシナ リオを基に、人員配置条件を修正 して推計 した需要の見

通 じと、一定の前提を置いて推計 した供給の見通 しが報告

○ 現状及び現状固定の推計による2025(平 成 37)年 の需要の伸びを単純に置

くというシナ リオで、看護職員の年FEE労働時間を 1,800時 間とすると、2025
(平成 37)年 における看護職員の需要数は、 191万 9千人から199万 7千人と

推計され、一般病床を急1生期と亜急性期 ,回復期等に機能分化 し、医療資源を一層集

中投入するというシナ リオで、看護職員の年間労働時間を 1,800時 間とすると、

2025(平 成 37)年 における看護職員の需要数は、 183万 9千人から191万
9千人と推計

○ 供給数については、 2025(平 成 37)年 において 179万 8千人と推計

○ いずれのシナ リオにおいても2025(平 成 37)年 に、需要数が供給数が上回

る結果となつたが、長期推計においては、今後の制度改革の進展により、医療提供体

制の機能分化がどのようになされるか、多様な就業形態がどのように定着 していくか

といつた要素が大きな影響をもたらすことから、上記研究結果については、今後の看

護職員確保対策を検討 していくに当たって参考となる知見と位置付けるべきもの
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4.看 護 職 員確 保 対 策 の推 進

0 2.で 示 した看護職員需給見通 しを着実に実現 していくためには、以下に掲げる

看護職員確保対策の推進が必要

(1)養 成 促 進

○ 養成力の確保に関 して、国は、民間立の看護師等養成所の運営に対する支援や、

助産自T養成所 コ看護師養成所 2年課程の開設準備に必要な専任教員等配置経費に対

する支援を実施

○ 都道府県においても看護師等養成所の運営に対する補助をは じめ、県立大学養成

所の運営、修学資金貸与事業の実施、看護体験・看護の日等の普及啓発の推進、就

職ガイダンスを実施

(2)定 着 促 進

○ 今般の着護職員需給見通 し策定のための都道府県調査によれば、常勤退職者の主

な退職理由としては、本人の健康問題、人 FE5関 係、家族の健康 口介護問題、出産・

育児、結婚等が多く列挙

○ 同調査においては、看護職員の定着促進を促すために効果を挙げている取組みに

ついても尋ねてお り、調査票に回答 した施設では、有給体暇の取得促進、人を育て

lEl人 を大切にする風土づ くり、超過勤務削減のための取組み、研修体制の確立、外

部研修への援助等によるキャリアアップの支援、多様な勤務形態の導入等が列挙

○ 多様な勤務形態のうち、フルタイムの正職員よリー週 FR3の所定労働時間が短い正

職員である短時間正職員制度の導入が、職員の定着、離職率の低下に一定の効果と

いう事例も報告

○ 国においては、子どもを持つ看護職員、女性医師をは じめとする医療従事者の離

職防止及び再就業を促進するため、医療機関に勤務する職員の乳幼児の保育を行 う

事業に対する支援を実施
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○ 都道府県においては、病院内保育所の運営や施設整備に対する補助をは じめ、短

時間正規雇用等の看護職員の多様な勤務形態導入の支援や、専門 口認定看護師養成

支援等の資質の向上に取組み

○ なお、看護職員の資質の向上に関する状況の一つとして、上記都道府県調査に

よつて、専門看護師 口認定看護師の今後の配置計画について質問。平成 22年 11
月現在における専門看護師登録者数が約 450人 、同年 11月 現在における認定

看護師登録者数が約 7,400人 という状況であるが、都道府県調査に回答をした

施設の うち、平成 27年 までの増員予定があるとしたのは、それぞれ 10.0%、
14.9%。

○ 平成 21年の保健師助産師看護師法及び看護師等の人材確保に関する法律の一部

改正法により、看護職員の臨床研修が規定。看護職員需給見通 しの策定のための都

道府県調査によれば、新卒職員に特有の主な退職理由として、現代の若者の精神的

な未熟さや弱さのほか、基礎教育終了時点と現場とのギャップ、看護職員に従来よ

り高い能力が求められるようになつてきていること等が列挙

○ 国は、看護の質の向上及び早期離職防止 を図るため、新人看護職員が基本的な実

践能力を獲得するための研修を支援 しており、都道府県もこうした取組みに注力

(3)再 就 業 支援

○ 看護職員需給見通 し策定のための都道府県調査によれば、看護職員の再就職に効

果を挙げている取組みとして、調査票に回答 した施設では、職業安定所 (ハ ローワ

ーク)に求人を出 している、求人広告をしている、いつでも見学、相談ができるよ

うに している、退職者を勧誘 している、ナースバンクに求人を出 している等が夕l挙

○ 国や都道府県においては、求人・求職情報の提供や無料職業紹介などを行 うナー

スバンク事業に対する補助、潜在看護師や潜在助産師等の再就業の促進を図るため

の臨床実務研修に対する補助を実施

○ ナースバンクについては、ハローヮークと比較すると職業紹介まで至った件数は

少ないものの、丁寧な相談を実施できることか ら、ハローワークと連携 した取組み

を進めることで効果が期待
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5.お わ りに

○ 本検討会においては、従来か ら策定されてきた 5年 F85の 看護職員需給見通 しに加

え、長期的な需給見通 しの推計についても検討を実施

○ これは少子化による養成数の減少など長期的な観点に立 った需給見通 しを検討す

ることの重要性が認識 されたことによるものであるが、他方、長期的な需給見通 し

については、医療機関の機能分化や看護職員とそれ以外の職員の役割分担など医療

提供体制のあり方や、短時間勤務雇用者など多様な就業形態の定着等によって大き

な影響を受けることが予想されることか ら、今後の需給見通 しの検討に当たって更

なる検討を進めていくことが必要

○ 急速に高齢化が進展 し、医療技術が進歩する中で、看護職員の確保の重要性は、

今後も増大 していくものと想定

○ 看護倉T等 の人材確保の促進に関する法律においては、国の責務 として、看護師等

の養成、研修等による資質の向上及び就業の促進並びに病院等に勤務する看護師の

処遇の改善その他看護師等の確保の促進のための措置を講ずる努力義務等が定めら

れるとともに、地方公共団体は、看護に対する住民の関心と理解を深めるとともに、

看護師等の確保を促進するための措置を講ずるよう努めることが責務として規定 (同

法第 4条 )。 また、病院等の開設者についても、病院等に勤務する看護師等の処遇の

改善、新たに業務に従事する看護師等に対する臨床研修の実施や看護師等が自ら研

修を受ける機会を確保できるようにするために必要な配慮等を講ずる努力義務が規

定

○ 今後、我が国が人口減少の局面を迎えていく中で、広 く関係者が力を合わせて看

護職員の確保対策を講 じていくことがますます重要

‐
8‐



第七次看護職員需給見通 し

(男1表 1)

(単位 :人、常勤換算 )

区 分 平成 23年 平成 24年 平成 25年 平成 26年 平成 27年

壷
而 要 見 通 し 1,404,300 1,430,900 1,454,800 1,477,700 1,500,900

○ 病    院 899,800 919,500 936,600 951,500 965,700

② 診  療  所 232,000 234,500 237,000 239,400 242,200

助 産 所 2,300 2,300 2,400 2,400 2,400

護

ンヨ

看

シ

間

一一丁

訪

ス
④ 281400 29,700 30,900 32,000 33,200

⑤ 介護保険関係 153,300 155,100 157,300 160,900 164,70C

⑥経竃塀螢瞥費ヽ 選?)声
19,700 20,400 20,900 21,500 22,10C

等
所

市
成養

護
校

看
学

⑦ 17.600 17,700 17,700 17,800 17,900

187保健 所・市 町村 37.500 37,600 37,800 38,000 38,200

⑨事業所、研究機関等 13,800 14,000 14,100 14.300 14,500

供 給 見 通 し 1,348,300 1,379,400 1,412,400 1,448,300 1,486,000

1)年 当初就業者数 1,320.500 1,348,300 1,379,400 1,412,400 1,448,300

2)新 卒就業者数 49,400 50,500 51,300 52,400 52,700

③ 再 就 業 者 数 123,000 126,400 129,600 133,400 り
０ 10C

④撮
職
ち
こよ

象 144,600 145,900 147,900 149,900 ０
４

Ｅ
Ｕ

（
υ

需要見通 しと供給見通 しの差 56,000 51,500 42,400 29,500 14,900

(供給見通 し/需要見通 し) 96 000 96 496 97.1% 98 0% 99 0%

注)四捨五人のため、各項目の数ltLの 合計等は一致 しない。



参考 第七次看護職員需給見通 し
(単位 :人 、実人員 )

区 分 平成 23年 平成 24年 平成 25年 平成 26年 平成 27年

帯
r● 要 見 通 し 1,541,000 1,570,30C 1,597,800 1,623,800 1,650,20C

① 病    院 938,300 958,800 977,500 993,400 1,008,70C

② 診  療  所 280,500 283,800 286,900 289,700 293,20C

③ 助  産  所 2,700 2,800 2,800 2,800 2,900

護

ン

看

シ

間

一テ

訪

ス
④ 36.400 38,000 39,500 41,000 42.400

⑤ 介護保険関係 182,800 185,400 188,400 193,000 197,900

⑥経竃塀整管費` 誤?「 22,900 23,700 24,400 25,100 25,800

等
所

市
成

白拍
養

護
校

看
学

⑦ 18,900 19,000 19,000 19,100 19,100

③ 保健所 口市町村 42,400 42,700 42,900 43,100 43,30C

⑨事業所、研究機関等 16,000 16,200 16,400 16,600 16,80C

供 給 見 通 し 1,481,200 1,516,700 1.554,600 1,595,900 1,639,700

1)年 当初就業者数 1,449,200 1,481,200 1,516,700 1,554,600 1.595,900

② 新卒就業者数 50,900 52,100 52,900 54,000 54,400

③再 就 業 者 数 140,400 144,500 148,400 153,000 157.700

④掘
職
ち|こ

よ
象 159,400 161,000 163,300 165,700 168,300

需要見通 じと供給見通 しの差 59,800 53,600 43,200 27,800 10,50C

(供給見通 じ/需要見通 し) 96 1% 96.6% 97 300 98 3% 99 4071

注)四捨五入のため、各項目の数値の合計等は一致 しない。



(男 1:表 2)

第七次看護職員需給見通 し (再掲 助産師)

(単位 :人、常勤換算 )

区 分 平成 23年 平成 24年 平成 25年 平成 26年 平成 27年

静
向 要 見 通 し 31,900 32,800 33,600 34,300 34,90C

① 病    院 21,300 22,100 22,700 23,200 23,700

診 療 所 6,100 6,300 6,400 6,500 6,600

③ 助  産  所 2,200 2.200 2,200 2,200 2,300

護

ンヨ

看

シ

間

一テ

訪

ス
④

⑤ 介護保険関係

⑥警竃塀整智贅ヽ 課
(7「

等
所

市
成養

護
校

看
学

⑦ 1,700 1,800 1,700 1,800 1,80C

D保健所・市町村 500 500 500 500 500

O事業所、研究機関等 0 0 0 0 0

供 給 見 通 じ 30,100 31,200 32,300 33,400 34,400

1)年 当初就業者数 29,000 30,100 31,200 32,300 33,400

2)新 卒就 業者数 1,700 1,700 1,700 1,800 1,800

3)再 就 業 者 数 2,500 2,600 2,700 2,800 2,800

Э撮
職苛メ

こよ
象 3,200 3,300 3,300 3,400 3,50C

需要見通 しと供給見通 しの差 1,800 1,700 1,300

96 1%

900 500

(供給見通 し/需要見通 し) 94 4% 95 1% 97 4% 98 6%

注)四捨五入のため、各項目の数値の合計等は一致 しない。



参考 第七次看護職員需給見通 し (再掲 助産師 )

(単位 :人 、実人員 )

区 分 平成 23年 平成 24年 平成 25年 平成 26年 平成 27年

rrn 要 見 通 し 35,300 36,300 37, 100 37,800 38,500

① 病    院 22,100 22,900 23,600 24,100 24,600

② 診  療  所 7,600 7,700 7,900 8,000 8,10C

③ 助  産  所 2,600 2,600 2,700 2,700 2,700

護

ン

看

シ
間

一一丁

訪

ス
④

⑤ 介護保険関係

⑥維竃塀性轡贅ヽ 添
(7声

等
所

市
成

白ロ
養

護
校

看
学

⑦ 1,900 1,900 1,900 1,900 1,900

Э保健所・市町村 1.100 1.100 1 100 1,100 1.100

9事業所、研究機関等 100 100 100 100 ｎ
ｕ

ｎ
υ

供 給 見 通 し 33,300 34,500 35,700 36,900 38,100

1)年 当初就 業者数 32,200 33,300 34,500 35,700 36,900

新 卒 就 業 者 数 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800

③ 再 就 業 者 数 3,000 3,000 3,200 3,200 3,30C

④撮
職
ち|こ

よ
象 3,500 3,600 3,700 3,800 3,90C

需要見通 しと供給見通 しの差 2,000 1,800 1,400 900 ハ
υ

′
十

(供給見通 じ/需要見通 し) 94 3% 95 0% 96 2% 97 6% 99 0%

注)四捨五入のため、各項目の数値の合計等は一致 しない。



第七次看護職員需給見通し都道府県別
窃1表 3)

(単位 :人 、常勤換算 )

区分
平成 23年 平成 27年

需要数 供給数 需要見通 しと供給見通 しの差 需要数 供給数 需要見通 しと供給見通しの差

‐29奈 良県

30和歌山県

31鳥 取県

32島根県

33岡 山県

34広 島県

35山 口県

36徳 島県

37香 川県

38愛 媛県

39高 知県

40福岡県

41佐賀県

42長崎県

43熊 本県

44大 分県

45宮崎県

46鹿児島県

47沖縄県

76,845
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注 )四 捨五入のため、需要見通しと供給見通しの差が需要数―供給数と一致しない都道府県もある。



(単位 :人 、実人員 )

区分
平成 23年 平成 27年

需要数 供給数 需要見通 じと供給見通 しの差 需要数 供給数 需要見通 じと供給見通 しの差
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参考 第七次看護職員需給見通し都道府県別

注)四 捨五入のため、需要見通じと供給見通しの差が需要数―供給数と一致しない都i_r府 県もある。



第七次看護職員需給見通し都道府県別 (再掲 助産師)

(別表 4)

(単位 :人 、常勤換算 )
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注)四 捨五人のため、需要見通しと供給見通しの差が需要数―供給数と一致しない都道府県もある()



(単位 :人 、実人員)

区分
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参考 第七次看護職員需給見通し都道府県別 (再掲 助産師)

注 )四 捨五入のため、需要見通じと供給見通しの差が需要数―供給数と一致しない都道府県もある。




